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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の日本経済は、政府及び日銀による金融政策を背景に、企業収益や雇用情勢の改善が

見られるなど緩やかな回復基調にあるものの、新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱による金融市場の混乱等、先行

きが不透明な状況が継続しております。

 当社をとりまく市場動向につきましては、主要顧客である電力業界におけるスマートメーター・スマートグリッ

ド関連への投資が継続しているものの、原子力発電所の稼働停止等による発電コスト増大の影響が新規工事の発注

抑制に繋がっている等、予断を許さない状況にあります。

 当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、情報通信機器製造販売が堅調に推移したものの、ネットワ

ーク工事保守が減少したため、57億73百万円（前年同期比3.4％減）となりました。

 損益につきましては、営業損益は１億91百万円の損失（前年同期並）、経常損益は１億55百万円の損失（前年同

期並）、親会社株主に帰属する四半期純損益は80百万円の損失（前年同期比34百万円の損失増）となりました。

 

 以下、セグメントの概況をご報告いたします。

 

〔情報通信機器製造販売〕

 スマートメーター・スマートグリッド関連機器が堅調に推移したため、売上高は前年同期より8.1％増の43億

１百万円となり、セグメント利益につきましては、前年同期より4.5％増の２億54百万円となりました。

 

〔ネットワーク工事保守〕

 通信線路工事の工事数の減少および一部工事の繰延により、売上高は前年同期より26.3％減の14億72百万円と

なりました。セグメント損益につきましては、固定費削減等により改善したため、４億60百万円の損失（前年同

期並）となりました。

 

(2) 財政状態に関する説明

（資 産）

 当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ36億77百万円減少し197億８百万

円となりました。これは主に、現金及び預金が７億98百万円増加したものの、受取手形及び売掛金の回収により47

億46百万円減少したことによります。

 

（負 債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ33億37百万円減少し98億71百万円

となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が15億89百万円減少、未払税金の支払により６億96百万円減少、

賞与引当金が５億59百万円減少したことによります。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ３億39百万円減少し98億37百万

円となりました。これは主に、配当金の支払１億46百万円及び親会社株主に帰属する四半期純損失80百万円を計上

したことによります。

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、前回発表（平成28年５月13日付発表）の業績予想から変更はあ

りません。

 当社グループは、事業の関係から、情報通信機器、工事保守の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中して

いるため、第１四半期から第３四半期における各連結会計期間の売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が多くなるといった季節的変動がありますが、今般は特にスマートメーター・スマートグリッド関連機器の売上が

通年を通して平準化されていることから、同変動が緩和する傾向にあります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,160,944 6,959,417 

受取手形及び売掛金 7,472,196 2,725,737 

電子記録債権 588,471 724,373 

有価証券 300,000 300,000 

商品及び製品 218,018 256,645 

仕掛品 2,498,274 2,551,588 

原材料及び貯蔵品 149,765 170,324 

その他 644,686 703,287 

貸倒引当金 △13,164 △4,773 

流動資産合計 18,019,193 14,386,603 

固定資産    

有形固定資産 3,036,042 3,023,294 

無形固定資産 349,882 345,443 

投資その他の資産    

その他 1,982,593 1,955,230 

貸倒引当金 △1,610 △1,610 

投資その他の資産合計 1,980,983 1,953,620 

固定資産合計 5,366,908 5,322,359 

資産合計 23,386,102 19,708,962 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,821,219 3,231,326 

電子記録債務 169,651 84,185 

短期借入金 350,000 150,000 

未払法人税等 565,117 98,165 

未払消費税等 380,755 151,137 

賞与引当金 897,627 337,640 

役員賞与引当金 14,604 － 

工事損失引当金 125,000 109,295 

独占禁止法関連損失引当金 311,279 193,469 

その他 1,510,559 1,495,061 

流動負債合計 9,145,814 5,850,281 

固定負債    

役員退職慰労引当金 98,055 103,050 

退職給付に係る負債 3,857,808 3,815,508 

資産除去債務 85,613 85,613 

その他 22,079 17,044 

固定負債合計 4,063,556 4,021,217 

負債合計 13,209,371 9,871,499 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,708,389 2,708,389 

資本剰余金 1,447,910 1,447,910 

利益剰余金 5,878,123 5,651,174 

自己株式 △5,245 △5,245 

株主資本合計 10,029,177 9,802,228 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 121,195 112,946 

退職給付に係る調整累計額 △552,757 △531,117 

その他の包括利益累計額合計 △431,561 △418,171 

非支配株主持分 579,114 453,405 

純資産合計 10,176,730 9,837,462 

負債純資産合計 23,386,102 19,708,962 

 

- 5 -

大井電気㈱（6822）平成29年３月期　第１四半期決算短信



(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 5,976,275 5,773,886 

売上原価 5,021,716 4,829,093 

売上総利益 954,559 944,792 

販売費及び一般管理費 1,145,976 1,136,700 

営業損失（△） △191,417 △191,907 

営業外収益    

受取利息 217 68 

受取配当金 8,512 8,816 

受取賃貸料 14,535 14,253 

貸倒引当金戻入額 5,390 8,390 

その他 15,253 7,220 

営業外収益合計 43,909 38,750 

営業外費用    

支払利息 540 458 

支払補償費 2,675 － 

その他 1,972 1,542 

営業外費用合計 5,188 2,000 

経常損失（△） △152,696 △155,157 

税金等調整前四半期純損失（△） △152,696 △155,157 

法人税等 25,278 42,056 

四半期純損失（△） △177,975 △197,213 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △131,977 △117,002 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △45,998 △80,210 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △177,975 △197,213 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 33,825 △11,238 

退職給付に係る調整額 3,818 15,921 

その他の包括利益合計 37,643 4,683 

四半期包括利益 △140,331 △192,530 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △975 △66,821 

非支配株主に係る四半期包括利益 △139,356 △125,709 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

情報通信機器 
製造販売 

ネットワーク 
工事保守 

売上高      

外部顧客への売上高 3,978,549 1,997,725 5,976,275 

セグメント間の内部売上高又は振替高 81,179 84,366 165,546 

計 4,059,729 2,082,092 6,141,822 

セグメント利益又は損失（△） 243,166 △460,497 △217,331 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △217,331  

セグメント間取引消去 25,913  

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △191,417  

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

情報通信機器 
製造販売 

ネットワーク 
工事保守 

売上高      

外部顧客への売上高 4,301,538 1,472,347 5,773,886 

セグメント間の内部売上高又は振替高 38,710 69,560 108,270 

計 4,340,249 1,541,907 5,882,157 

セグメント利益又は損失（△） 254,218 △460,918 △206,699 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △206,699  

セグメント間取引消去 14,791  

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △191,907  

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価

償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与

える影響は軽微であります。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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